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研究成果の概要： 

日本の生活文化・地域文化・伝統文化・現代文化に基づく社会科及び総合学習のカリキュラムと授 

業実践（教材）を文化創造としての和文化教育の観点から教育開発的研究方法によって具体化するこ

とを研究目的としている。そして、東京都、兵庫県、東広島市、島田市などの教育委員会との協力を

図り、小学校、中学校、高等学校におけるカリキュラムと授業の開発を行い、その教育の意義を考察

している。さらに、韓国と中国における伝統・文化に関する教育の動向も検討している。 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 900,000 0 900,000 

2007 年度 800,000 240,000 1,040,000 

2008 年度 700,000 210,000 910,000 

年度  

  年度  

総 計 2,400,000 450,000 2,850,000 

 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：教育学・教科教育学 
キーワード： 
教育学 教材開発 社会科教育 文化学習 和文化教育  伝統文化教育 学習指導  

 
１．研究開始当初の背景 (3)平成 17年度から東京都を始め兵庫県にお

いて「日本の伝統・文化の教育」「日本の文

化」などの教育が推進されてきたこと。 

(1)本研究遂行に際して、平成１７年度から和

文化教育を提唱し、和文化教育研究交流協会

（会長山折哲雄）を設立し、和文化教育を推

進する全国的活動を展開していること。 
(4)平成 20年度から本学大学院修士課程のカ

リキュラムにおいて「日本文化理解教育」を

推進できる教員養成の授業科目が設定され

たこと。 

(2)我が国の教育改革の重点事項として伝統

と文化を尊重する教育を推進する動向が生

じてきたこと。 
 



２．研究の目的 

研究の目的は、次の６事項を設定している。 

(1) 日本の生活文化・地域文化・伝統文化に基 

づく授業実践に関するデータベースを開発する。 

(2)日本の生活文化・地域文化・伝統文化に基づ

く授業実践の中からモデル授業実践を撮影し、

デジタル映像記録を作成する。特に、伝統芸能

と民俗芸能の領域を活用した授業実践を中心に

記録する。 

(3)日本の生活文化・地域文化・伝統文化に基づ

くモデル授業実践についての分析的研究方法に

よって授業実践の規則性を解明する。 

(4) 日本の生活文化・地域文化・伝統文化に基 

づく社会科及び総合学習のカリキュラムと授業 

実践（教材）を文化創造としての和文化教育の 

観点から開発的研究方法によって具体化を図る。 

(5)開発したモデル授業案に基づく実験・実証的

研究方法によって教材構成と学習指導方法を評

価する。 

(6)研究成果に関するウェブページの構築と

図書の刊行をする。 
 

３．研究の方法 

(1)和文化教育関連の授業実践データベース

を構築し、ウェブページにおいて利用できる

ようにウェブデータベースを開発する。 

(2)歌舞伎、文楽、能楽の領域などを活用した

協力校を選定し、各学校での取り組みを概査

する。そして、学校訪問によってモデル授業

実践の撮影をする。収録した記録ビデオの整

理・編集を行なう。 

(3)歌舞伎、文楽、能楽の領域などを活用し

た各学校での取り組みの概査結果を踏まえ

て、継続的に調査する学校を抽出する。 

(4)外国の学校教育における日本文化に関す

る授業実践と教材開発などを調査する。 

(5)各学校における取り組みの記録ビデオの

整理・編集を行ない、分析対象の事例を選択

する。特に、分析対象として選択した授業に

おける歌舞伎、文楽、能楽に関連する伝統芸

能ビデオや書籍を収集する。 

(6)分析対象として選択した歌舞伎、文楽、

狂言の領域を活用したモデル授業実践の記

録ビデオをてがかりに学習指導過程を分析

する。 

(7)研究成果を報告書、著書、論文、ウェブペ

ージなどの形式で公開する。 
 
４．研究成果 

(1) 国立教育政策研究所の「我が国の伝統文化 

を尊重する教育に関する実践モデル事業」の授

業実践の観察と記録のために、京都、東京、静

岡、広島、高知、愛媛、広島、石川、鹿児島な

どにおける和文化関連教育の実践校を訪問し、

授業記録と資料収集を行った。これらの活動を

てがかりに、日本の生活文化・地域文化・伝統

文化に基づく授業実践に関するデータベースを

開発し、そのデータをウェブサイトとして公開

できることになった。なお、これらのデータは

平成21年6月には公開する予定である。 

(2)兵庫県内の和文化関連教育についての事

例を和文化の領域に基づいて類型し、兵庫県

内における和文化関連教育の特性を明確に

した。特に、兵庫県立高等学校設定科目とし

て昨年度から開始された「日本の文化」の科

目において実践されている授業については

兵庫県教育委員会と連携して研究会を開催

した。そして、これらの研究成果を活用して

地域の獅子舞とそば作りに関する授業を開

発した。なお、当初の研究では「伝統芸能」

を焦点づけて研究する予定であったが、和文

化関連内容が多様な領域に関係すること、学

校でのカリキュラムの教育活動として編成

されている場合には、多様な活動が取り入れ

られているので、伝統芸能の領域のみならず

他の領域も研究対象として取り入れること

にした。 

(3)東広島市における伝統文化に関する教育

の取組については、市教育委員会の協力を得



て全国大会を実施した。この大会においては

市内の幼小中の学校園５０校が、各学校園に

おいて実践している伝統文化（和文化）に関

する教育実践をパネルで発表した。それらの

中からモデル推進校は、授業公開を実施した。

さらに、「伝統文化に関する教育の動向と意

義」というパネルディスカッションを行った。

パネラーとしては文部科学省・東京都教育委

員会・東広島市のモデル推進校の関係者の協

力を得た。 

このような全国大会において東広島市と

しての取組は、次のように評価された。教育

目標である「東広島市の地域･文化を知り、

誇りをもち、語れる子ども」の育成を担う教

育活動の中心柱として和文化教育を位置づ

けていること。さらに、西条中学校が酒づく

りの活動に基づいて組曲「西條」という新総

合芸術に取り組んでいるように地域文化を

伝承する活動だけでなく地域文化を活用し

て新たな文化創造に取り組んでいること。す

なわち、東広島市の取組は、学校単位ではな

く、地域全体の面としての伝統・文化に関す

る教育を創出しているところに、今後の 

和文化教育の方向を示す意義がある。 

(4)外国における和文化関連教育については、

中国の華東師範大学と韓国の全州教育大学

からの交流訪問があり、両国における教育の

動向と本学大学院における日本文化理解教

育のカリキュラムの内容と意義について考

察した。 

(5)本研究の最終年度であるので、報告書「文

化創造としての和文化教育の構築と教材開

発」を刊行した。さらに、研究成果を編著と

して平成２１年度内に出版することになっ

ている。  
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